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と
新
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ff 

J
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i
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b
i

契
約

E
m
bし
い
弓
概
念
は
、

日
本
凶
志
で
い
ド
に
刻
文
（
Uurd
ロ
規

lupfの
し
て
い
る
わ
行
で
は
な
い
わ

L
か
L
な
が
ら
、
ぃ
〕
よ

タζ
フ下ご

叫
慌
が
保
障
す
る
一
職
業
決
択
の
白
山
内

な
ら
び
に
同
一
九
条
一
反
が
保

「
一
塁
求
心
戸
止

を十円
R
叫

m
f
る
と

必
ず
弐

7
v
f
l
L

、
3
J

、

同
一
」
？
？

v
L
／
ご

河
川
す
る
「
財
産
桔

（通
μ
況
は
こ
れ
b

f

1

私
hJ引
＃
制
肢
の
制
佼
的
日
刊
は
ー
む
ん
f
h
u
観
念
と
坦
解
し
て
い
る
）
を
併
で
立
み
、
さ
つ
内

ヨ
「
了
凹
お
渋
い
md
州
制
人
心
白
い
決
定
と
口
己
責
任
ふ
」
内
与
す
る
個
人

f
義
と
い
う
基
不
的
伝
ス
タ
シ
ス
を
同
一

干
名
市
の
「
宇
治
出
求
権

に
込
め
て
い
る
ャ

ζ
p
f
J
U
想
起
す
れ
ば
、
全
体
？
ご
し
ヨ
本
囚
ヨ
法
が
個
人
の
肉
己
主
任
な
伴
う
目
白
な
経
治
活
動
を
保
問
問
、
以
て
い
る

こ
と
月
明
ら
か
で
あ
り
、
干
の
一
蝶
と
、
〆
て
、
「
契
約
二
手
苦
は
自
国
な
意
巴
に
よ
パ
て
契
約
関
係
を
決
乏
し
う
る
の
と
あ
り
、
国
家

牛
ゆ
す
る
戸
一
〆
」
は
原
則
こ
し
て
4

べ
引
き
れ
な
い
」
こ
い
う
な
義
を
会
一
J
Q
「
契
約
つ
い
訂
の
原
則
を
、

E
本
白
人
1
仏
の
り
山
記
諸

条
ぶ
か
ら
読
み
柄
引
る
ご
ぐ
；
ず
で
き
る
ラ
さ
ら
に
よ
り
以
く

個
人
や
任
意
図
イ4
I~ 
TC 

0) 

契
約

約
九＇i
-"'' 

rし

私宅

＂＂るゴ交
付守 ｛』

QIJニ；土

門
店
俗
に
反
し
日
い
範
匹
で
基
i
A

的
に
当
事
者
心
ゴ
由
セ
あ
立
2
一
家
の

1
捗
d
d
J？
れ
は
h

」
乙
い
う
意
味
の

に
、
引
に
私
J
一
の
一
般
原
則
〆
て
い
う
に
と
ど
ま
ら
ず

日
本
一
川
憲
法
の
ψ
J戎
諸
条
丈
に
ん
同
ま
れ
る
ち
の
こ
解

γ
る
こ
と
が
C
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ー
知
人
約

U
出
の
胤
円
以
一
中
、
山
る
い
司
ぽ
一
引
引
い
的
口
約
わ
小
引

は
憲
法
一
の
王
宮
な
原
引
の

つ
と
い
う
べ
き
な
U
で
忘
る

ハY
A昨
品
げ
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こ
れ
ー
で
忘
法
、
ソ
的
い
は
山
口
両
外
い
色
深
い
検
討
を
欠
い
て
き
た
c

乙
一
」
ろ
が
他
方
で
、

し
い
う
午
誌
で
白
も
な
く
凶
家
に
y
士
合
同
民
経
治

活
動
へ
の
介
人
は
、

い
わ
ゆ
る
！
的
祉
同
（
み
と
い
う
忍
日
が
～
ど
の
J
L
ヮ
性
を
減
じ

1

規
制

P

緩
和
が
時
代
の
し

γ
ワ
ー
ド
ト
ル
山
地
h
白
た
有

〈
い
〉
年
代
以
降
に
あ
っ
て
も
、

な
お
ぶ
々
な
形
態
で
行
ゃ
れ
て
い
る
。
行
一
二
午
八
月
に
公
布
さ
れ
た
「
一
高
気
事
末
石
に
よ
る
判
子
ス
パ

午、
1
1
1

守
山
利
用
に
涛
す
る
特
別
川
口
消
法
t

（川以、

H
P
H
3法
」
と
略
称
す
る

の
よ
う
L
寸
凶
作
と

L
て
は
一
電
力
日
由
化
」
を
司

標
こ
し
況
か
ら
、
そ
の
迂
成
千
段
こ
し
て
は
む
？
ろ
紅
企
業
で
占
め
る
電
力
会
社
心
契
約
ヨ
山
z
ぜ
狩
る
内
び
を
ふ
日
む
ζ

い
っ
た
、
ね
じ
れ

心
「
刊
家
公
入
も
が
た
に
出
現
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
c

地
球
環
？
ぜ
川
W

比
一
点
一
や
京
都
議
完
全
日

U
標
達
成
一
辺
ど
の
総
論
に
異
論
の

為
る
は
ず
も
芯
い
か
、
そ
の
た
め
の
ア
J

段
2
し
、

R
F
S決
が
選
択
し
た
手
法
は
、
た
ま
た
ま
特
庁
事
業
て
た
る
ご
と
に
若
伺
し
L

般
電
気
事
来
者
に
過
人
な
け
（
佳
日
ど
負
わ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
は
し
な
い
か

v

とハ
U

ょ
、
つ
な
い
札
制
は
私
企
業
た
る
竜
刀
会
祉
の
明
、
約
店

tJど
没
ハ
お
し
透
4
T
1
ぐ
な
る
こ
と
は
泣
い
か

Jd本
枯
は

R
P－h
法
の
有
す
る
憲
zい
い
の
問
題
占
に
ツ
き
、

先
約
ー
一
山
の
制
ト
リ
子
ら
N
h
u
ま

か
ん
仇
向
山
田
提
起
を
「
る
こ
と
と
し
た
い
ハ

R
ド
日
決
ア
ナ

J

粂
の
問
題
以

の
1
）
｜
｜
般
電
気
宇
業
若
々
汁
業
c

j
出
こ
り
湾
当
で

ふ
絞
何
気
耳
dw荒
乏
の
吹
い
え
づ
け

R
P
い
ろ
法
ヘ
以
上
ー
は
山
」

ζ

川
明
記
ず
る
守
｝
／
一
が
め
る
）

ム
川
条
は
、

般
百
と
州
事
42方
自
に
茶
拘
利
用
言
以
上
の
胤
力
、

L
陽
光
、
地
」
川
、

水
力
、

（
以
下
「
新
（
ス
L

と
略
記
す
る
）

の
引
円
山
川
茶
務
を
諜

L
て
い
る
。
も
と

バ
イ
オ
マ
ス
等
に
よ
る
「
判
Y

永
ル
ギ
｝

H
J計
百
十
司

よ
り
新
工
、
不
を
三
う
い
う
方
法
で
ぷ
速
す
る
か
は
基
本
的
に
般
旧
気
事
業
者
一
り
判
寸
断
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
お
り
、
法
六
条
も
五
条
の
茶

務
乃
ソ
！
定
成
ト
ヴ
川
い
と

L
て

υ
円

EJf利
子
不
を
科
I
h
h

b
電
気
の
購
入

ぺ
凧
気
相
当
量
」

の
勝
人
、

り
で
つ
の
方
法
を
認
め
て
い
る
。

c 

内
心
選
択
肢
が
為
る
限
hJ
で
は

脱
力
円
札
屯
平
楽
者
な
と
か
ら
の
日
レ
取
り
の
強
制
で
は
な
い
司

し
か
し
な
が
ら

見一
j
土
山
出
こ
ま
父

1
T
1
i
d
i－
－
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ン
チ
ミ
ー
的
な
太
悶
νん
発
電
む
染
者
な
と
か
ら
強
い
小
剥
が
万
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
も
あ
り
、
将
米

い
えt
わ
〆
強
制
L

が
実
担
し

江
い
と
J

刈入けかも
Y」

J

な
い
ど
あ
ろ
う

斗

F
＋
舟
晴
元
知
事
時
代
の
長
野
県
の
も
で
つ
に
、
条
例
で
そ
れ
か
γ
長
現
ー
ょ
う
と
す
る
ぷ
み
も

存
心
ー
こ
と
っ

こ
う
L

J

J

新
子
不
発
電
事
業
者
ら
か
ら
の
以
、
取
竹
中
一
作
、
律
い
と
強
制
「
る
、
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
μ人
約
汁
山
間
心
佼
主
ハ
と
L
て
三
EZJ
い

う
父
、
き
で
は
日
い
か
っ

ま
た
そ
も
平
一
J
u
t

公
仕
事
業
者
ζ

し
て
の
一
般
電
気
事
業
者
の
一
公
訴
性
ー
は
、
後
述
の
よ
有
に
も
っ
ぱ
ら

一
綾
子J

安
ど
的
供
給
義
務
の
山
J

に
尽
き
る
の
で
あ
り
、
必
に
ヌ
た
い
市

i
d

伝
佐
川
仙
加
に
と
っ
て
い
ヨ
か
～
ハ
ゆ
る
充
電
な
い
し
買
屯
が
望
乏
し
い

か
は
、
草
川
ト
午
前
に
は
般
T
叫
ん
A
平
常
者
が
判
断
「
ペ
き
半
柄
で
↓
の
ろ
う
。
も
と
よ
り
こ
の
点
に
も
同
の
ilh
督
権
限
ぽ
及
は
う
が
、

4さえ＇cI比のf!j{t[I］ともi'ic、ルキ 出；：；：］宇め＜ ,, ＇ト諭

権
限
は
あ
く
ま
で
安
定
し
川
供
給
の
す
、
反
の
た
め
に
行
使
さ
れ
る
べ
き
で
丸
h
、す、
h
t
的
供
給
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
紘
一
り
茂
い
い
担
保
進
な
ど

の
月
的
を
之
、
こ
に
混
入
さ
廿
る
こ
と
を
は
帰
す
凶
む
牝
許
佐
限
の
行
伎
は
、
京
気
事
業
の
県
本
ー
い
た
る
屯
気
事
業
訟
の
枠
組
み
か
ら
13

、
卜
人
孝
之
桂
川
況
し
て
い
る
c

投一
υ
ナ
れ
ば
、

い
う
ま
て
わ
に
〈
活
気
事
長
は
公
校
事
業
の
代
表
測
の

つ
で
あ
る
が
、
e
p

の
公
、
付
牲
は
ゴ
活
の
必
却
の
イ
ン
ァ

ラ
で
あ
る
だ
気
の
供
給
乞
椛
保
す
る
と
し
う
供
給
t

刊
で
の
公
益
け
に
尽
き
る
は
ず
で
あ
り

一
歩
／
船
山
、
だ
気
事
業
法

条

八
条

山
湾
、
結
ぃ
計
事
業
へ
た
T
閉山、芦－
f
丸
一
J
－w常川氏
hhh官）

〈
電
気
主
主
え
決

と、
ν
亡
4
4
つJ

治
主
ハ
ー

巳

I

L
－

－

Y
（

；」」ー
タ4
＂ζ 

一
ハ
久
と
に
号
～
か
れ
る
の
も

ひ
一
え
に
供
給
！
の
公
益
性
の
ゆ
え
で
あ
る
ο

「
な
わ
ち
、

電
欠
と
い
う
牛
rω
イ
、
三
〆
｝
フ
予
供
給
制

F

〈
心
公
益
性
が
き
れ
の
て
高
い

方
で
、
同
自
身
に
〕
2
Q
臼
司
気
事
業
の
運
営
は
必
「
し
も
事
業
の
性
質
に
な
じ
ま
ず
、
事
業
体
そ
の
も
の
子
て
は
特
許
古
川
λ

け
f
m
h
判

企
業
「
円
、
士
h
り
も
の
J
し
、
百
は
供
給
回
で
の
安
広
件
、
ζ

池
止
悦
惜
の
印
を
中
レ
ζ

？
？
る
抑
制
に
に
こ
い
わ
る
の
が
、
粘
い
同
の
ζ

こ
ろ
注
文

供
給
〆
｝
い
う
公
益
の
実
現
に
長
通
け
施
策
で
あ
る
。
、
一
心
ょ
う
日
銭
ぃ
刀
か
ら
、
本
来
的
に
は
中
存
配
慮
F

七
段
ζ

）
て
J
U］
家
独
占
に
殺
す

J、ミ

民い
4K業
に
参
入
さ
ド
る
2
と
？
も
に
特
許
前
回
訓
を
致
レ
て
レ
る
と
い
う
の
が
、
屯
気
卒
業
法
の
廷
前
で
あ
る
と
足
以
え ミ主
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ら
れ
る

ν

L

ヨ
仕
打
ち

投
電
気
事
業
考
は
い
か
に
似
力
で
特
訓
W
在
門
門
権
的
規
制
に
服
す
る
も
の
だ
と

L
て
ー
へ

そ
れ
は
消
費
者
乙
の
附
一
僚
で

の
牧
的
・
ト
μ
心
的
供
給
義
務
こ
い
う
局
面
に
お
い
て
に
づ
J
7
J
j

、
そ
れ
以
判
心
、
た
乙
え
は
百
気
川
J
h五
日
明
や
他
人
斗
況
か
ら
の
議
IA
の

何
回
C
は
、
注
常
の
私
企
業
J

り
ぬ
に
官
業
の
川
ロ
出
川
や
有
す
る
こ
い
、
「
べ
き
で
あ
る
。
ー
山
Y
G
】局
F

凶
、
あ
る
絞
誌
に
お
け
る
わ
殊
糾
れ
を
も
コ

亡
、
あ
ら
か
る
局
間

お
い
て
ま
戸
」
特
殊
視
す
ヘ
き
も
の
セ
は
な
い
。
、
）
の
、
｝
乙
は
、

川
、
わ
ゆ
る
電
力
斗
出
化
以
降
、

よ
り
一
清
ハ
U
ノ
＼

7
丹
、
は
ま
る
ι

日
ド
ち
伝
止
条
の
ハ
は
折
行
と
バ
人
約
r
じ
同
の
原
則

と

hrつ
が

般
電
気
事
業
者
に
対
し
て
事
業
許
可
の
附
款
な
ど
と
い
う
た
千

R 
I' 

乙
れ
の
利
用
義
務
は

ム
院
を
通

ν
て
、
私
経
済
ゃ
ん
訓
糸
口
～
る
一
般
電
気
事
薬
害
に
丸
ず
し
て
、
マ
一
み
よ
り
山
刊
用
品
ー
と
の
供
給
契
約
二
加
わ
ハ
し
て
確
似
す
べ
き
公
悦
れ
一
岐

的
安
定
的
供
給
4
青山続）
J
ど
組
、
九
三
、
ふ
れ
ゆ
え
に
小
uM
川
市
民
過
大
な
規
制
J
U
t

設
す
も
の
と
！
よ
ら
な
い
か
が
時
念
さ
れ
る

J

契
約
白
出
の
原
則
は
も
と
一
。
り
公
ぷ
君
主
Y
、
に
お
い
て
は
大
幅
な
制
約
ゃ
受
け
る
が

そ
れ
は
川
誌
公
益
性

ヘ
殺
到
・
～
f
メーに竹一円い

給
義
務
）
J
b
午
、
崎
市
保
寸
る
た
め
に
、
必
川
J

ノ叫ん
N

つ
合
同
的

Z
W図
い
と
い
Y

ま
る
制
約
で
あ
る
べ
き
で
あ
る

v

し
た
が
っ
て
、

ふ
殺
T
1一気－
R
T
J
よヘ

む
旬
が
引
判
川
い
宝
石
y

の
訓
で
有
f
る
契
約
出
回
に
は
、

供
給
杭
h
u
や
料
公
改
去
は
ム
パ
ま
れ
日
い
予
、

い
か
な
る
発
一
高
方
法
を
一
る
か
は
、
な

お
般
市
一
日
丸
事
ム
一
刊
の
常
業
の
内
叶

γυλ
約
自
引
に
合
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
器

J

え
ら
れ
る
の
」

、
」
の
よ
、
つ
に
γ？
に
る
乙

ェー
γ

ル
平

l
J呼
J
E
h
h
l－

心
供
給
義
誌
を
屯
ハ
ベ
会
日
引
の

般
的
仏
給
義
務
の
九
び
に
加

（法

粂
一
項
）

え
る
の
は
、
本
来
的
4

引
っ
と
J

う
べ
き
で
あ
り
、

般
電
気
事
業
者
の

般
的
供
給
義
務
の
一
部
を
な
す
も
の
と

L
て
は
止
ψ

化
で
き

ヘ
う

w

とト
γ

え
よ
う
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も
と
一
肌
L

り
、
新
ニ
木
促
進
は
手
平
安
な
同
比
一
、
で
あ
り
、

般
電
気
士
山
下
業
者
が
火
力
発
電
士
通
じ

て
い
る
電
力
、
炉
、
新
ヱ
ス
〕

部
分
的
に
で
7
G
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
t
い
う
店
向
性
は
、

発
電
卓
泣
全
体
が
ー
も
～
ー
ら
す

ω町一日刊山
M
E
一
を
削
減
ー
え

山
川
ぷ
琉
い
い
担
保

H

昌一r
L
5－

り
し
う
る
も
の
で
あ
る
三
こ
は
い
う
ま
で
も
な
い
ロ
ー
ν
か
じ
な
が
っ
、
こ
の
一
ミ
な
日
的
の
正
巾
性
と
、
そ
の
ど
た
古
川
ぺ

T
段
の
相
日
性
、
ニ

は
、
従
事
川
に
バ
別
さ
孔
る
へ
き
事
情
で
あ
る

U

リ
～
店
内
が
い
か
に
重
安
で
占
め
る
か
ら
乙
い
三
｛
ー
そ
の
た
め
に
法
人
伊
川
、
釈
す
る
7
殺
が
単

に
実
効
性
心
部
町
百
円
だ
け
か
九
正
当
化
さ
れ
る
い
一
、
乙
、
は
許
さ
れ
な
い

ヨ
院
は
千
没
を
r
l
ψ
i
化
布
一
す
と
り

こ
の
よ
う
な
苓
え
右
は
、
円
以
内
放
も
法
守
に
つ
さ
れ
ぺ
品
川
決
右
下
す
際
に
し
ば
し
ば
前
提
と
し
て
し
る
忠
考
方
法
と
い
え
る

Jじ

市
業
品
特
特
別
措
同
法
平
河
辺
高
裁
大
法
廷
判
決
限
利
四
七
可
一

月
一
二
日
配
集
一

六
巻
九
ロ
JJIι

一ヘ
T

ハ
一
貝
、
薬
占
ア
法
距
離
制
限
規
む
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事
作
門
世
阿
設
大
伝
活
判
決
区
ね
一
六

0
4
何
月
一
三
日
門
司
八
位
制

一
九
糸
口
判
H
f
J
l
仁
一
頁
、
森
林
法
百
八
J

川
口
分
割
制
奴
規
定
事
行
川
内
向
故
大
、
、
仏
廷

－liヘ刀－」廿ーヘ

1
I
H
1
J
 』
匹
月
ム
一
一
日
必
集
何

ふ
レ
一
号
匹
。
八
一
円
、
な
ど
て

一3
）川

U24規
制
l
i
広
に
つ
い
て
、
り
い
わ
ゆ
る
「
規
制
一
一
分
品
」

F也
人
「）

キ
ロ→

健
康
0) 
サ p

i｝う,,, 
境
、一
～L b') 

{) 

か

"' 
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こ
の
点
に
悶
迷
し
て
、
廿
業
の
山
田
ピ
沖
す
る
ん
は
お
的
混
制
と
し
て
、
判
例
卜
次
の
つ
の
規
制
対
型
が
挙
げ
、
り
れ
て
い
る
こ

Lyr

触
れ
C
お
く
し
お
一
は
泊
旅
反
制
で
あ
L

り、
h
M
A
は
『
村
山
椋
出
品
削
で
あ
る
v
v
H
弁
ば
、
〆
同
月
な
い
、
υ
新
聞
円
当
日
で
い
う
「
ネ
i

会
的
規
制

ん
任
者
は
1
J
斤
ば
的
川
府
判
例

に
椙
山
」

L
、

に
相
υ

「
る
つ

消
ι山川岬制
t
は
、
消
費
者
・
内
民
の
牛
命
・
間
哀
を
保
苦
悶
す
る
と
い
う
り
バ
ハ
日
的
む
た
め
の
一
日
業
規
制
ず
あ
り
、
も
と
も
と
汁
日
棒

一
般
に
九
在
ず
る

一品川名泊中川桃山市止：

と
い
う
限
界
を
I
V
法
化
し
一
～
も
の
で
あ
る
n

そ
の
実
珂J
子
r
H
C
選
択
に
為
三
つ
に
は
広
範
な

v一
法
改
Hm
が
討
さ
れ
そ
う
で
あ
る
が
、
川
一
例

乙
川
お
か
、
手
法
判
か
一
〆
中
ホ
マ
「
」

1
ノ

I
b

－
－
ノ
♂
」
中
小

j
v
J
／

J
c
r
i－
 

む
し
ろ
当
一
議
日
む
の
圭
成
の
た
ル
の
必
安
門
k
小
恨
の
ト
段
の
み
M
r九
u
意
で
る
？
こ
す
る

万三
t
H
h
小
畑
山
度
の
基
準
て

併
し
て



こ
の
、
主
ノ
な
厳
格
な
ふ
霊
法
制
某
指
は
、
一
U
河
な
径
一
応
活
動
は
一
女
人
ム
帯
保
の
た
め
と
い
↓
守
／
も
踊
剰
な
規
制
に
版
ず
る
い
ー
わ
れ
は
な
い
、

と
い
う
川
町
4
倒
的
自
由
ど
士
山
花
の
考
え
方
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
υ

さ
き
の
兆
事
け
は
の
一
抜
高
裁
汀
決
は
、
こ
う
し
た
戸
取
格
草
川
黙
を
泊
阿
川
1

）

～
一
緒
来
、
川
以
内
注
成
の
子
n
H
ζ
L
て
同
作
が
用
い
て
い
た
開
設
計
ロ

d

の
胤
離
制
限
乙
い
う

1
法
は
、
片
的
注
成
手
段
ノ
「
工
L
必
集
長
小

問
山
を
畑
山
え
て
お
り
ゆ
き
か
ご
さ
C
あ
る
J
の
珂
同
で
泣
烹
こ
り
結
A

珊
に
九
ム
勺
ん
f
n

ひ
い
て
は
仰
心
杯
出
削
減
に
仇
る
地
球
環
境
保
護
と
い
う
到
達
司
擦
は
、
ル
ー
法

R
F
U
3
法
が

μ川

r二
rJ
司
令
新
工
ネ
ル
正
日
仰
に
ず
れ
山
、

系の加町内i

け
ケ
昆
じ
て
人
慌
の
健
山
山
り
引
な
件
T
K汁
孫
請

Ahv
ア
ザ
ろ
う
と
3
C
J
O
刀
と
J
U

レ
え
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
た
め
の
託
業
胤
制
は
消

掛一日り市川府山初、
J
い
う
位
向
づ
け
も
は
し
え
な
レ
て
ぽ
な
レ
c

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
法
エ
I

条町川中

y
d
判
的
の
迂
成

T
伐
と
し
て
ハ
中
き

す
ぎ
に
良
住
と

般
電
気
事
業
v
h

～
ユ
一
の
宮
利
令
長
1c
し
こ
の
川
〆
一
出
）

に
課
「
も
心
で
な
い
か
が
同
様
と
さ
れ

事
利
作
業
L

一
し
こ
mv

6 
~ も

っ
1
／J
U
、
規
制
二
分
論
を
民
ア
九
条
内
あ
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
る
J
な
れ
ば
、
そ
の
札
制
類
型
は
素
直
に
寺
、
え
れ
ば
積
一
制
規
制
の

方
に
パ
ん
一
切
手
れ
よ
う
っ
こ
ち
ら
は
、
凶
山
は
凶
況
の
生
存
住
・
勤
労
権
等
に
配
慮
す
る
U

じ
ん
ム
回
一
糸
的
責
務
が
あ
る
と
い
う
ザ

I

J

戸
づ
け
の
－

も
と
で
、
同
の
径
約
政
出
・
弘
ム
μ
政
箭
を
推
進
「
る
た
め
の
♂
ヨ
段
と
し
て
、
広
ノ
＼
川
山
町
治
活
動
の
規
制
、
F
Jさ
れ
る
と
v
J
、
従
ハ
て

υ法

一
必
口
は
反
判
川
村
一
一
段
の
巡
択
に
あ
た
り
v
h
ノ
恥
な
？
げ
法
双
量
宇
一
品
、
〆
て
レ
る
こ
γ

と
を
認
め
る

〔
参
照
、
抗
出
小
完
商
業
調
整
特
別
措
苫
法
士
事
件

以
門
川
裁
大
法
廷
内
？
札
）

R
P
S作
の
け
的
は
、
川
川
崎
原
法
の
、
E

明
、
心
弱
者
を
保
護
す
る
と
い
う
れ
J

一
本
来
の
必
原
ー
胤
制
の
想
心
す
る
日
的
ヒ
は
必
ず
L
J百
台
致

し
な
い
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
日
制
球
環
境
保
一
生
況
を
前
述
の
よ
う
に
池
人
心
中
台
・
健
康
の
た
け
肝
心
規
制
一
ζ

日
便
し
て
山
川
市
川
周
航
1
的、／一

ず
る
の
も
、

ド
き
さ
か
「
れ
て
い
る
。
泊
以
時
比
呪
肱
設
は
人
間
の
生
命
・
佐
波
こ
い
つ
に
ー
へ
体
力
安
全
に
は
必
ず
L
も
以
紋
し
な
ぺ

よ
り
剖
象
的
か
つ
向
次
ぶ
の
仙
情
と
も
い
い
う
る
か
ら
で
あ
る
乙
そ
の
丘
味
て
は
、

K
P
S法
の
日
前
を
む
し
ろ
結
梶
山
札
制
と
と
ら
え
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る
こ
と
が
妥
巾
と
い
え
よ
う
）
同
市
川
航
行
？
で
は
v
「
尽
に
は
だ
現
さ
れ
ー
ゴ
い

r
v
γ
つ
ー
も
っ
と
も
債
な
ー
わ
れ
や
す
い
、
価
値
と
、
以
て
の
地

球
環
い
肢
の
保
持
ぷ
よ
い
も
、
白
川
叶
競
争
に
臼
家
的
介
入
を
山
え
る
こ
ζ

で
人
為
的
に
実
現
ず
る
と
い
う
慌
に
お
い
て
、
J日
t

川
条
の
ず
バ
刊
は
山
（
蛍

的
ヨ
ム
理
品
川
〆
規
制

〈
悩
さ
れ
た
大
同
杭
小
売
年
制
法
な
f

が
そ
の
川
内
で
ゐ
司
令
）

に
近
い
／

Zよ
い
何
ト
い
な
い
で
は
な
い
っ

こ
の
－
寸
つ
に
法
人
斗
条
を
般
電
気
事
業
者

心
情
列
企
業
／

7uて
の
側

m
什
ー
～
サ
い
業
の
日
出
に
対
す
る
拍
板
規
制
力
一
科
乙
い
れ
ぞ
っ

る
こ
す
札
ば
、
ぽ
の

υ
べ
泌
総
量
の
余
地
は
も
こ
も
乙
『
リ
ヤ
パ
と
あ
る
も
｝
／
一
に
は
る
ひ
ら
、
付
一
五
条
の
手
法
も
ん
じ
定
乙
い
う
、
」
ζ

に
な
h
そ

う
で
J

め
る

c
f
hっ
た
と
「
れ
ば
、
決
止
条
の
直
宏
司
の
司
能
川
叫
ん
牛
、
「
同
市
ハ
「
る
、
」
と
は
、
土
台
川
列
記
話
、
こ
レ
う
こ
と
で
外
為
j

吾、
t
な

る
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工
）
一
規
制

一、J
～Eπ
う
は

りし
V
i
て
は
め
の
也
離
さ
と
代
替
基
準

し
か
し
hu
が
ら
、

K
与
宋
を
積
偲
規
制
、
と
の
み
ね

t

也
づ
け
る
こ
〉
丸
山
は
、

や
は
り
凶
弾
が
残
る
っ
第

r
r
f
に
す
く
川
内

も
触
れ
た
工
う
に
、

R
F
口
、
一
法
の
円
的
は
度
目
世
規
制
一
り
ふ
γ

米
の
は
け
的
で
為
る
と
一
＝
つ
の
、
市
鳴
に
い
ぬ
け
る
弱
者
心
紙
護
と
い
う
バ
札
州
？
？

ら
は
相
？
に
泣
い

お
よ
そ
凹
の
政
箭
で
あ
れ
ば
川
で
あ
れ
ー
桔
憾
規
制
だ
と
い
た
ノ
ほ
p
に
は
、

ιの
概
念
日
川
l

夜
と
、

J

た
、
も
の
で

は
な
レ
c

以
上
入
な
っ
ば
白
川
叫
権
山
共
通
す
る
消
回
世
規
制
（
門
引
的
制
約
）

μ

か
許
さ
れ
ん
d

い
は
「
の
と
こ
ろ
宏
、
あ
え
て
が
済
的
白
日

競
争
市
場
に
お
い
て
は
国
の
例
外
的
な
介
入
が
弱
有
ω
州
議
の
だ
の
と
あ
れ
ば
日
手
れ
る
乙
い
う
、

二
（
ハ
）
刊
紀
に
蛍
場
、

J

た
「
什
会
M
門
家

間
以
球
が
積
仮
規
制
と
い
う
川
崎
制
策
川
r
幻
王
山
i

化
店
内
拠
で
あ
る
υ

地
球
埠
院
の
保
護
ζ

い
え
公
片
の
実
羽
は
、
本
来
は
社
会
問
V
4

の
み
題
乙
す
る
と
、
一
ろ
で
は
ば
い

H
p
r
h
法
の
り
作
一
斗
的

へ
か
主
党
内
に
は
泊
永
原
境
保
譲
）

、
法
五
条
の
規
制
か
r丹
羽
末
現
山
叫
ん
J

一
ぐ
こ
ら
え

こコ
7

丸一〉
V

J
5
1
Cよ

て
も
、
同
一
仁
、
れ
を
給
源
規
制
に
分
軒
以
ヲ
ァ
ヲ
ア
ど
は
取
管
さ
古
火
ぐ
こ
ー
と
と
な
λ
J
L

む
し
ろ
、
地
球
潟
市

J

深
誌
に
は
人
肢
の
非
命
令
ι
健
康
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ユ
ザ
」
合
み
そ
れ
を
起
子
＼
価
値
が
備
わ
っ
て
い
匂
と
考
ち
Q
な
ら
、
？
の
消
極
規
制
と
今
し
方
一
口
及
、
ど
ん
際
極
規
制
と
の
一
混
合
形
態
の
規

判
例
日
的
ど
こ
り
、
ス
る
の
が
、
通
1μ

川
ζ

し
て
は
も
ア
ニ
も
す
っ
き
り
す
J
る
で
あ
ろ
っ
。
ご
の
一
て
つ
な
、
規
制
パ
刀
論
の
枠
ト
ル
札
ま
り
に
ぎ
ら

主
い
J
V
主
山
川
以
内
に
コ
い
て
は
、

実
は
口
以
古
刊
誌
げ
は
「
で
に
（
止
の
法
連
中
刻
み
出
し
て
い
る
」
そ
れ
は
、

7
1
宗
主
j
4
1
こ
コ
、
f
コ
事

白

m
f害
停
止

l
v
1
7
C寸
寸

円に町中川町ふ
V

小、

γわ
ゆ
る
蒜
林
件
一
通
憲
判
対

ヤ｝）予言）
γ

｛巧」
b

ハリ〉一一」
0

1
t
j
L
v
J
J
J
 

id 

森
林
法
川

八
ハ
条
は
、
仕
ハ
布
引
分
権
者
は
正
告
に
分
主
正
請
求
を
な
し
う
る

ζγ
つ
民
法
五
ハ
条

叶（心掛
u

｛
疋
に
刻
し
と

ー
伎
の
ね
分
権
者
心
み
が
同
議

KJ1旨
し
う
る
と
L
q
J

る
持
引
を
定
め
L

い
た
c

、
」
の
規
定

ι合
憲
性
川
町
J

争
わ
れ
た
卦
訟
で
尽
f
同
裁
右
判
決

は
、
森
林
法
ゎ
有
規
定
の
ー
υ
法
日
前
は
森
林
心
細
分
化
古
防
J
U
L
森
林
紅
常
心
安
定
を
は
か
る
こ
と
て
あ
る
と
し
、
こ
の
よ

F

つ
な
リ
法

目
的
は
一
公
共
の
福
祉
一

政
）
に
八
（
」
放
し
九
五
い
こ
と
忠
則
ら
か
と
は
い
え
な
い

2
し
て

こ
れ
や
一
造
詑
し
た
〔
し
し

査
一
法
一
九
条

〉
守
、
、

ブ
f
J
n
N

当
fdlリ
J
K
円
的
を
達
成
す
る
子
段
と
し
て
森
林
訟
が
持
泊
し
た
、

リ一y
出
目
的

共
有
分
割
芯
求
梧
の
制
限
規
定
L

つ
い
C
は、

と
の
悶
係
H

お
い
て
、
へ
U

埋
牲
と
必
一
容
牲
の
い

γれ
乞
b
t同
定
す
る
こ
と
の
と
き
な
い
こ
と
が
切
ら
？
で
あ
る
と
し
て
、
こ
の
庁
、
で

F
U
久
木
曜
は
産
事
ー
で
為
る
と
し
こ
り
で
－
…
ゐ
υ

機
械
的
日
清
概
検
悩
一

一
よ
る
一
」
と
立
く
！
リ
訟
は
的
と
口
的
達
成
T
段

L
Y

の
関
川
地
問
に
つ
き
、

υ法
－
山
下
実
に
即
ぷ
～
拾
一
討
4

ノ
〆
一
被
併
に
行
ぺ
ー
も
の
二
一
一
川
側
、

ZJる
子
法
で
あ
る
に

一
べ
工
法
五
条
も
ま
と
同
校
に
、
機
悦
的
ピ
規
制
パ
刀
」
市
町
当
て
は
め
る
」
yF
）
な
く
、
消
椅
反
制
時
間
同
開
規
制
の
は
J
んは
V
M
告
と
2
ら
え
て
、

森
林
法
日
以
同
様
に

J
必
市
北
性
ν

三
に
在
性
を

H
外
的
に
消
託
す
べ
き
ミ
あ
ろ
、
て
す
る
午
、
次
の
一
て
つ
に
い
い
つ
る
の
三
は
な
い
か
っ

い
11Lm出
わ
ふ
り

ず
ケ
ス
心
「
利
応
義
務
」
は
、
な
る
ほ
ど
叫
寸
士
、
の
普
わ
ん
と
い
う
R
P
5
1仏
の
立
法
門
的
す
述
式

ず
る
ひ
乙
つ
の
有
力
以
下
円
は
た
り
う
る
U
L
h
J
7
は
が
ら
、
だ
か
ら
乙
い
J
亡
、
他
日
下
山
は
z
V
｝
問
、
九
る
こ
と
も
な
く
｝
だ
ャ
ー
に
ま
ん
J

士
電
気
卒
業
J
一
の
、
で
強
力
令
市
叶
権
的
規
勾
引
に
唱
す
る
紋
電
戸
丸
事
業
者
に
対
し
て
、
新
工
不
列
用
促
進
乙

γつ
R
F
S件
一
マ
d
J一司

日前の
i

謹
成
千
役
目
ゲ
一
万
仏
引
に
市
川
す
一
一
J

と
い
う
、
ケ
こ
に
は
な
ら
な
い
乙
新
ヱ
ト
心
骨
及
に
と
り
、
ま
ず
も
J
J
f
r
L

ら
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れ
る
べ
詩
子
段
は
、
国
白
骨
に
一
t
h
w
析
で
木
市
事
楽
へ
の
補
助
会
人
出
や
新
規
参
入
に
あ
た
っ
亡
隠
￥
一
〉
な
り
た
ー
る
法
制
の
見
直
＝
げ
で
あ

り
、
こ
う
し
た
け
的
に
即
即
応
し
た
ず
π尚
子
ス
分
な
な
か
芝
、
成
存
心
般
試
気
事
業
者
に
新
T

）
永
推
進
の
ー
ス
ト
を
転
琉
」
寸
J

る
か
の

よ
え
な
ト
出
h
条
の
手
法
は
、
そ
の
「
必
裂
性
／
）
八
U

洋
件
」

の
J
、
で
法
一
世
思
の
F
H
札
い
ケ
い
災
い
さ
れ
1
J
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
つ

（

1
5
4州
事
業
法
を
背
景

ζ
L
た
貯
款
論
日
間
窓
口
、

↓
ぬ
る
司
し
は
法
I

仏条
C
1円
改
に
は
、
沼
気
雫
荒
川
N

本
来
的
に
は

／
本
相
も
、
山
述
し
た
よ
う
に
」

2
4
氏
の
中
有
配
当
一
の
と
め
の
一
点
ぶ
独
占

手
ト
ポ
で
ふ
め
旬
、

し
た
が
っ
て
一
般
正
気
お
染
者
に

完
屯
の
点
て

1
4川
業
の
自
由

と
い
う
自
然
蛇
口
白
の
基
礎
、
つ

4さえ＇cI比のf!j{t[I］ともi'ic、ルキ 出；：；：］宇め＜ ,, ＇ト諭

刊
は
な
い
の
だ
、

し
か
し
た
が
ら
、
J

凶
託
銀
ヒ
と
い
沿
っ
釘
今
を
発
屯
と
市
川
市
屯

と
い
う
禿
怨
が
箱
一
七
わ
っ
て
い
る
か

b
し
れ
立
い

の
段
潜
で
成
認
し
う
る
と
し
て
も
、

そ
れ
は
も
っ
ぱ
ら
一
般
的
安
定
的
仇
給
義
流
刊
の
突
攻
と
い
う
観
点
ー
し
結
び
つ
い
た

p
f
h
に
13

い
て
で
あ
ろ
う
ハ

同

け
ら
以
上
パ
的
に
公
屯
市
中
是
正
ん
ど
行
い
い
日
ト
門
的
に
国
誌
に
屯
ノ

Ir供
給
す
る
こ
と
も
た
I

来
的
H

は
汗

さ
れ
る
べ

v

し
か
し
な
が
っ
、
！
れ
は
凶
「
て
に

般
的
・
安
定
的
に
＋
虫
丸
を
仇
山
が
す
る
と
い
う
円
的
に

2
ゥ一

λ
u則
的
な
範
囲

L
叫
い
て

の
ワ
内
心
拡
ト
ぺ
梓
阪
を
国
家
に
11ι
～、

Jrrrぎ
主
い

y
こ
れ
ゆ

J

乙
ま
z
l
h

、
M
内
の
般
電
気
写
実

Jtι
汁
す
る
九
州
い
規
制
ぬ
阪
、
然
、

に
ふ
殺
T

」トバ－
E4条
文
わ
γ
、
通
じ

c一女一戸一的ピ

レ
ス
ノ
続
行
か
り
介
目
的
に
説
明
、

Z
Jる
範
凶
に
限
定
〕
て
の
み
認
め
ら

れ
る
ζ

い
う
べ
き
で
あ
る

（
他
の
河
的
の
た
め
、
あ
る
い
は
当
一
誠
司
的
の
亡
の
で
あ
っ
し
ょ
υ
そ
の
亡
の
の
ん
じ
域
的
な
粍
凶
を
超
え
る
規

制
作
低
限
の
わ
伎
は
及
室
峰
山
の
逸
甲
山
グ
由
民
と
な
ら

J

）υ

法
τ凡
粂
は
、
ャ
の

り
説
家
独
上
川
が
山
来
一
G
J

る
根
拠
｜
｜
「
は
わ
ち
庄
民
に
対
ず
る

般
的
・
安
定
的
供
給
説
務
ー
ー
か

、
む

L
ろ
マ
ィ
ー
づ
ス
に
作
用
す
る

U

耕
一
十
一
心
買
い
取
川
り
が
、
日
全
こ
鼠
気
事
業
法
上

Dtq川
町
制
仕
の
川
川
款

や、

M
M
じ
こ
J
で
為
る
か
批
判
門
官
ワ
い
け
か
ら
の
抗
レ
行
攻
桁
遣
に
よ
旬
、

般
電
気
宅
業
者
に
対
し
て
強
制
さ
れ
る
と
「
れ
ば
、
午
、
れ
は

｜主l
R 
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こ
れ
L
Aす
品
川
長
↓
が
負
わ
さ
れ
た
電
気
の
安
，
心
供
給
と
い
う
義
務
に
と
っ
て
は
、
電
力
の
訓
遠
方
法
に
余
分
か
つ
吋
関
係
な
条
件
を
貯
え

る
も
の
に
他
な
ら
な
い
二
百
心
の
安
ど
供
給
と
い
っ
一
殺
す
一
叫
J

奈
家
主
也
の
治
次
的
な
義
務
の
実
況

ち
電
気
事
業
法
会
一
体
の

止
法
汁
的

J

に
と
っ
て
は
、
新
工
不
の
調
達
心
強
制
は
、
ま
さ
に

1

二
作
日
以
」

f

「
ふ
り
、
日
的
の
実
況
を
問
書
し
凶
黙
に
一
百
二
日
施
伴
内

と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う

般
電
気
事
業
者
が
、
九
一
ら
ト
ボ
成
熟
の
先
中
日
夜
、
ぐ
い
と
色
矢
の
訓
話
源
を
求
め
、

ま
し
て
や
り
引
引
い
長
憶
も
脆
弱

λ
也
、
代
、
〆
子
ャ

i
企
業
に
よ
ゐ
風
力
発
ハ
品
川
う
か

る
こ
こ
は
、
そ
の
供
給
義
務
り
長
現
に
～
え
ず
許
在
的
な
プ
レ
ヴ

シ
中

I
J
1
加
え
る
こ
と
に
以
る
c

屯
試
心
川
柄
引
者
2
し
ご
ぼ
、
こ
う
し
；
リ
ス
ク
ケ
も
織
打
込
ん
で
、
、
一
れ
ま
で
以
ャ
ヂ
に
山
と
り
丸
山
7

匂
党

屯
能
わ
を
況
打
汁
の
発
電
技
術
に
よ
っ

L
m日
え
て

L
H
｝
と
と
な
る
の
で
点
る

こ
の
よ
う
へ

担

P
S
出－
h
h

条
は
、
電
気
事
莱
は
の
規
制
に
使
来
し
て
般
電
ス
事
業
者
（
山
♂
協
刀
乞
手
段
と
し
て
用
い
と
が
ら
、

p
s法
C
十
八
川
提
で
J

め
る
と
こ
ろ
の
、
電
気
事
楽
は
自
仏
心
リ
一
広
日
的
ど
い
円
し
か
ね
ι
ーはもい

T
段
宇
一
説
択
し
て
い
る
も
の
と
い
わ
ざ
る

を
え
必
い
っ
ぷ

μ
条
は
R
F
S
民
心
新
ニ
小
促
進
と
い
う
斗
出
片
的
に
は
も
ち
ろ
ん
す
ぐ
れ
と

γ
ソ
ふ
し
C
い
る
が
（
そ
の
か
ぎ
り
で

は、

R
p
u
J
ほ
の
内
部
だ
け
ど
見
れ
ば
、
立
法
月
的
と
口
的
広
成

f
段
と
の
問
に
は
程
在
は
な
い
、
そ
の
茂
市
と
し
て
沼
気
事
業
ぽ

の
y

ゾ
法
戸
的
L
Y

い
と
ノ
、
電
－
c
丸
山
菜
に
L
Y

つ
て
は
よ
り

4
v
h的
な
法
巨
的
に
は
コ
イ
ナ
ス
の
影
響
F

ど
及
ぼ
げ
か
ね
ず
、
法
甘
立
小
令
体
の
な

か
で
み
た
川
崎
ム
ロ
ヘ

R
P
S
法
が
選
択
す
べ
き
で
な
か
っ
た
：
段
ど
U
底
抗

ν
た
も
の
で
あ
る
疑
い
が
残
る
の
で
あ
る
一

R
ド
一
誌
記
五
条
の
問
題
点

じ勺
つ

出
費
者
の
持
利
と
の
関
連
で

ー
：
旧
安
者
の
ー
宵
菜
の
力
由
へ
契
約
ゴ
由
）

次

J
で
、
利
用
有
ご
J
i
「
i
）

η
訓叶l
p

川
を
中
心
に

R
F
H
3法
五
条
の
問
題
中
検
討
1
る

U

般

コ

ザ

i
が
相
対
（
り
一
向
仁
川
目
J

丸
事

業
者
と
の
電
気
院
人
列
記
r
れ
に
降
し
て
、
叶
マ
民
主
え
の
発
電
方
法
、
外
単
・
荒
波
ん
法
）
に

h

止
の
制
約
す
訓
押
す
三
と

U
分
の
コ
ス 日
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ト
母
校
を
決
一
士
さ
れ
る
こ
と
〕

は
、
私
人
ミ
へ
ま
い
、
）
例
人
心
仕
業
の
目
白
に
斗
す
る
規
制
と
し
て
達
容
と
な
、
り
な
い
か
っ

告
、
ア
九
条
に
よ
り
、
電
気
事
業
詳
の
パ
三
回
な
い
し
一
屯
h
M
誠
遠
方
法
に
守
山
制
約
を
諜
ヲ
こ
と
の
反
対
的
効
用
水
と

L
て
、
独
占
八
口
王
手
人

る
｛
一
世
ハ
パ
以
什
に

t
Q料
金
へ
の
斗
一
政
コ
ス
ト
の
上
京
立
は
当
代
、
に
中
じ
る
従
っ
て
、
叫
叫
ん
丸
事
業
者
聞
の
常
業
の
円
山
に
つ
い
て
は
、

も
と
も
よ
河
涼
独
占
と
、
う
性
情
か
ら
川
述
の
よ
う
に
－
P

J

民
の
牛
存
配
↓
居
心
ー
た
め
の
手
段
と

L
て
の
規
制
は
A
V一五一
J

一
己
る
を
え
は
い
も

の
で
あ
る
と
し
て
も
、
川
川
安
者
の
斗
由
伝
授
判
的
結
を
妨
げ
、
同
一
昨
日
午
旧
」
イ
州
市
下
茶
お
に
活
気
の
Ei（
本
州
町
内
ヨ
的
／
｝
は
帳
…
待
係
以
美
川
引
を

市
却
す
法
五
条
の
千
法
は
、
契
約
？
一
巾
の
原
則
に
負
荷
乞
及
ぼ
す
と
い
う
点
で
FY業
規
則
前
そ
の
も
乃
一
で
お
る
と
い
「
こ
と
が
で
一
JA
る
よ
う

に
恐
わ
れ
る
の
で
為
る
r

4さえ＇cI比のf!j{t[I］ともi'ic、ルキ 出；：；：］宇め＜ ,, ＇ト諭

こ
の
よ
う
L

事
え
る
J
、
泊
費
者
心
営
不
心
戸
戸
山
と
い
斗
叡
点
か
ら

b
、
組
に
一
川
じ
立
法
目
的
中
弘
氏
し
う
る
工
い
ノ
制
約
的
て
な

い
返
択
し
う
る
ら
伝
一
、
山
内
a
F
U
L
l
一
の
か
と
う
か
、

と
い
う
制
点
か
ら
、
法
f
L
K
択
を
が
い
背
す
る
必
裂
が
宇
じ
る
と
と
と
去
る

ν

も
っ
と

も
、
出
費
者
の
背
月
末
の
白
山
（
契
約
目
白
）
は
、
仇
給
測
で
あ
る
般
完
気
事
業
主
の
VI業
、
り
白
時
（
犯
約
白
山
）
乞
担
似
す
る
ど
」

に
よ
り
、
反
射
的
白
動
的
に
保
陪
さ
れ
る
か
ら
、

二
考
一
汗
す
る
ま
で
も
な
く
、
諒
一
点
の
般
慌
気
中
桑
名
に
つ
い
て
の

一
般
電
気
事
楽
文
に
つ
い
て
は
、
川
川
家
独
占
一
耐
と
の
絡
み
芝
、
与
の
山
一
己
主
の
白
川
叶
］

（
契
約
白
市
）
を

っ
さ
る
こ
と
い
な
る
c

た
に

木
市
山
的
い
京
U
r
心証

Jut
と

F
，Q
刊
間
同
も
鈎
ノ
ご
と
か
ら
、
～
？
？

J

た
思
考
パ
タ
マ
ン
吉
と
っ
て
よ

J

な
お
残
る
消
費
者
キ
イ
ド
の
営
業
の

日
山
一
阜
、
約
自
問
）

に
右
意
味
で
J

夕日
J

、
」
こ
で
は
、
こ
の

の
論
点
を
お
採
L
て
お
く
、
一
こ
は
、

〕に

y
、ソ

め
る

J

つA

一
旧
公
者
の
負
担
の
注
進
什
け
問
題

消
費
者
以
ぷ
ド
か
ら
法
↓
J

条
士
見
た
場
ム
ロ
に
え
づ
か
さ
れ
る
新
た
古
前
点
は
、
次
の
よ
う
ヘ
う
も
の
い
に
あ
r
匂一

L
U
J

は
わ
ら
、
法
1
1

条
の
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仕
組
み
を
M
7
J

ず
る
に
、
新
一
7

一
、
ネ
祁
進
一
一
地
球
団
司
境
保
誌
〉

の
コ
ス
ト
を
平
円
気
料
品
w
と
し
て
利
い
い
ム
ず
か
っ
校
以
ず
る
仕
組
ゐ
だ
；
考
え
る

／ 
｝ 

一
叩
悼
の
「
注
進
山
内

よ
い
り
足
時
相
で
あ
り
紋
所
注
意
味
で

j

f
、
J
j
D
つ
十
ず
ま
z
j
J

L
v
L
i
J
J
f
y
j
L
～
 

「
ん
仇
」

ず
い
」
占
l

小、l
a
J

j
し

包

」

i

l

l

、

I 
l 、
" 

の
か
ζ

い
う
問
起
が
仏
て
く
る
γ

て
つ
に
恩
ね
れ
る
の
で
あ
ヲ
ム
日
」
ず
な
ト
γり
、
本
来
で
あ
れ
ば
臼
カ
円
前
滋
犯
に
も
亡
り
符
似
し
た
川
町
一
服
か
ら

尚
治
全
を
ム

tmす
る
こ
と
で
推
進
す
べ
き
針
子
不
正
午
、
i

け
普
及
を
、
ね
り
ょ
、
勺
な
公

γ
な
民
訴
の
ド
ト
ド
知
市
ム

っ
て
い
白
い
出
力
判

金
に
よ
っ
て
行
う
、
一
ζ

の
、
ま
恥
法
述
人
ム

、出張
UHU詫
）
こ
の
坐
ん
じ
性
心
問
題
セ
あ
ゐ
。

も
っ
1

ど
も
山
述
C

一
信
組
一
出
引

ヘ
引
済
的
弱
者
吉
川
辺
階
な
白
山
競
pp
から山一

d

も
そ
の
本
来
の
を
は

の
開
封
凸
れ
か
ら
、

る
た
止
の
経
凶
介
人
で
お
ッ
に
じ
そ
わ
結
巣
、

大
手
人

l
パ
ー
は

U
由
な
？
リ
油
、
ん
制
お
さ
れ
、
自
由
抗
争
て
は
止
さ
成
れ
ヨ
ト
ー
は
fJ
の

フυ
細
商
店
街
日
生
き
筏
る
こ
L

一
に
立
っ
た

（
戸
山
待
の
、
ン
お
ツ
タ

1
商
店
街
と
い
う
現
象
は
、
こ
う
し
た
人
為
的
な
介
入
の
ゾ
ケ
と
も
い

λ

る
）
こ
う
し
チ
山
出
品
白
秋
済
治
取
は
、
憲
法
し
む
表
由
な
市
人
現
方
法
2
じ
て
は
、
窓
法
一
一
7
条
心
一
生
F

什
梧
保
障
に
よ
る
d
J
A
U叩
J

干刊行

政
之
ど
の
子
、
ぷ
で
あ
る
r

も
ち
ろ
ん
広
大
な
羽
泌
を
必
更
と

F
7
3
5ト
…
る
が
、
昨
件
付
f

情
的
に
そ
の
り
リ
ノ
i
ス
は
税
で
あ
る
か
ら
、
（
て
こ

立
は
阿
世
誕
が
に
J
い
う
実
一
真
的
公
w
i
心
除
担
が
健
保
さ
れ
て
い
る
υ

ず
LG
わ
ち
一
、
バ
ー
活
保
護
M
T
d

（
り
ダ
イ
ν

ケ
ト
な
社
会
国
家
的
地
策
に
工

る
弱
主
保
護
は
、
ふ
の
品
目
担
の
公
以
な
配
分
ζ

い
ム
副
次
的
な
メ
リ
ヅ
ト
J

午
、
之
、
戸
川
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
一

こ
れ
い
川
河
、
ν
て
、
川
ト
八
店
法
た
ど
の
大
；
ス
う
ん
の
出
品
削
に
よ
る
零
細
目
71け
仕
止
の
人
均
的
な
吃
ム
布
施
告
白
川
、
結
川
町
め
と
子
ム
リ
初
日

の
流
旭
コ
ス
ト
を
一
般
消
費
ノ
色
に
押
し
つ
け
る
、
一
こ
に
終
わ
る

九
で
し
て
、
消
受
話
司
さ
の
所
作
の

H4bに
は
か
か

t
ら
ず
に
付
ピ

こ
の
「
つ
け
M
7
こ

は
発
刊
す
る
υ

む
1

）
九
J

駅

f
E
E
F
rの
部
品
心
守
山
町
川
食
料
品
吋
が
川

ikf一
残
り

大
手
一
子
パ
が
郊
外
に
r山川附

を
買
い
だ
す
結
果
、
〈
し
亡
、
苅
れ
の
ス
パ
に
γ
イ
カ
で
買
い
物
に
／
七
日
な
川
主
人
や
近
隣
心
ぼ
一
円
一
付
者
同
h
J
t
t

門
刊
の
食
料
山
広

ど
を
購
入
せ
さ
る
を
え
な
い
い
ご
た
ご
叫
司
令
。
す
な
わ
ち
、
積
桜
胤
剖
は
、
弱
者
伝
一
誌
を
則
源
を
必
袋
、
と

ス
マ
ト
に
実
現
す
る

妙
案
で
は
あ
る
が
怯
方
で
は

ナ

μ五
十
世
保
認
の
コ
ス

r
t
引
の
弱
者
に
波
大
に
お
わ
い
ゐ
と
十
い
工
1

班
点
を
有
L
C
レ
る
と
も
レ
い
う
る
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の
で
あ
る
〉

電
気
判
会
に
J
J

い
て
も
河

lr」
与
戸
川
起
き
ら
司
に
、
辻
百
円
す
べ
き
で
あ
る
。
」
4
3

な
わ
ち
、

殺
泊
費
者
に
割
高
の
判
γ

一
不
の
コ
ス
ト
キ

転
絞
一
ヲ
る
と
い
う
こ
乙
は
、
必
ず

1
Jペ
ハ
犯
の
公
v
化
の
メ
カ
ニ
ス
ム
を
門
包
し
て
い
仕
い
可
気
料
金
心
気
判
を
足
じ
亡
、
か
じ
ろ

且

γ
つ
べ
き
者
ー
よ
り
も
ー
負
う
べ
き
で
は
い
者
」
が
机
L

下
請
先
の
負
引
J

を

tH多
く
告
ハ
う
？
と

γ
1
E…
況
を
生
み
か
ね
白
い
り
で
あ

る
口
吋
社
会
「
止
米
i

ヂ
軌
跡
用
前
で
い
h

つ

一
作
仕
出
家
i

は
、
な
に
も
ホ
L
H
i
が
り
の
時
代
日

ー
川
イ
ー
を
パ
ヴ
円
台
入
場
四
日
ピ

に「せい）

刊
の
原
対
原
町
出
で
は
な
い
c

地
球
環
諸
保
護
と
し
っ

f
全
体
で
凸
口
γ
つ
べ
き
1

ス
？
の
配
分
の
原
料
と
し
て
も
、

社
主
当
家

在
E
教
え
る
長
質
的
公
平
の
初
点
は
市
民
で
主
る
一
引
み
よ
コ
ス
ト
は
消
費
者
に
配
分
さ
れ
る
際
に
も
、
従
前
中J

取
す
内
に
け
れ
選
前
に
負
位

4さえ＇cI比のf!j{t[I］ともi'ic、ルキ 出；：；：］宇め＜ ,, ＇ト諭

さ
山
七
る
べ
き
て
あ
る
が
、
こ
の
よ
沿
っ
な
コ
ス
入
ヘ
山
一

L夜
公
ド
に
か
な
う
た
担
分
は
杭
の
仕
矧
み
に
乗
G
心
が
も
っ
と
も
妥
当
か
つ
民
実

的
で
？
の
ろ
う
い
の
よ
ヰ
な
蕊
政
コ
ス
ト
の
品
目
忙
し
J

宏
、
似
の
工
不
ル
よ
！
と
に
続
予
に
も
さ
ら
u
J

れ
、
十
八
げ
は
割
引
な
ど
約
済
的
前
者
に

ー
仔
刊
刊
九
』
引
矧
み
さ
え
取
、
り
れ
と
い
る
1
／
こ
ろ
（
山
一
語
気
事
業
主
と
消
費

Z
と
の
問
心
計
主
体
系
二
」
る
の
は
、
お
よ
そ
必
切
と
は
い
い
が

に
い
の
で
め
る
ハ

環
山
担
保
護
L
Y

い
う
要
訂
と
弘
吉
田
家
原
民
と
目
、
矛
属
す
る
も
の
で
は
な
い
c

川
喜
は
そ
の
存
在
「
る
次
元
ユ
九
三
凶
共
同
L
Fる
か
、
つ
で
あ

る
、
環
坑
保
持
点
と
い
え
じ
的
十
一
同
家
の
施
皆
、
と
方
v

て
r
J
h
d
す
る
場
ム
円
に
、
り
て
の
わ
め
の
コ
ス
ト

段
と
vν

て
の
規
制
で

の一肌パザャ

JT

こ
の
よ
う
に
ノ
℃
ヲ
か
に
コ
い
亡
司
会
M
門
家
州
市
川
刊
が
作
用
し
、
一
似
首
に
長
7

子
）
わ

1
7
：V
い
か
主
い
形
立
の
当
該
口
的
透
戒
の
下
没
の
干

付ム
i
u門
家
と
い
う
日
的
え
一
た
現
す
る
た
め
で
あ
っ
し
も
、

環山川
J

ス
ト
ム
干
し
京
小
限
に
と
ど
の
る
手
段
が

り
J

誌
が
安
一
市
さ
れ
る

一
小

ψ

－台、、

7
1
f
 

出
比
話
さ
れ
る
こ
こ
は
い
《
主
で
も
は
い
）
u

電
気
料
金
に
－
A

る
川
原
域
コ
↑
ん
ト
日
刊
片
山
は
、
社
会
百
家
原
市
仏
に
茶
づ
く
コ
ス
ト
の
分
配
J
Vと

伴
わ
白
い
か
ぬ
ど
に
、
税
に
よ
る
魚
川
一
と
比
べ
て
劣
る
心
で
あ
る
。

梨
約
一
日
向
の
正
日
ば
、
な
的
日
、
問
地
問
主
vt
」
ぷ
れ
る
）
在
的
什
l
u
t川
司
川
、
自
主
の
白
山

レ
山
辻
山
↓

h
h
f

同
ご
め
切
な
り
子
、
佃
！
へ
の

νノ

l阜
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丘
一
恥
一
川
一
一
一
久
人
に
よ
J
U
弘
一
淀
ピ
l
F
J
J

考
人
入
J
ふれか
w

l
ィ
ツ
で
は
契
約
J
一
山
は
、
京
え
は
二
交
羽
「
八
併
の
］
臼
な
ハ
ん
恨
の
ヰ
刊

「山川的〆
j

パ川什
h
Hじ
本
阿
川
m
去
、
一
条
同
一
泊
ム
『
一
一
之
内
ま
れ
る
と
ぷ
川
引
き
れ

c
い
る
ド
ケ
匂
ヤ
ル
一
色
、
倒
E

ヘ
乃
人
格
的
山
社
千
円
h
十
一
表
引
人
代
刀

試
土
石
と
し
て
の
み
格
を
U
H
J

に
い
v

る
J

t

J
出
、
と
工
ロ

l

、／

1
ノ
〆
ケ
一
不
正
e

松
本
吉
ド
ぃ
h
J

現
代
ド
イ
プ
荒
木
権
二
ぺ
、

阜
、
以
内
伴
丈
化
町
、
七
ハ
ー
コ
πυ

ぺ〉ご

JM一
的
一
日
治
、
つ
い
て
、

λ
木
惟
の
立

U
山一
J
J
Q
山
け
れ
れ

lq
－
い
う
観
！
日
（
つ
、

i
ノ

y
憲
法
学
泌
法
裁
判
川
判
例
会
長
νヮ、一江一
bid－口細

ぱ
八
ん
判
わ
一
行
り
た
い
ハ
川
則
氏
心
－
某
川
持
－
4
V
j
一
士
一
容
形
成

4
V
江
に
ζ

る
憲
民
何
仙
の
育
現
（
一
）
〈
）
山
一
牛
、
日
主
ト
｝
は
、
札
口
弘
町
民
泊

は
個
人
｛
U

斗
己
決
J
L
一
一
と
己
主
人
ー
が
条
一
羽
で
何
障
さ
れ
て
い
る
、
い
じ
私
的
｝
J
－
uι
品川抗
J
U一
に
制
限
れ
一
リ
バ
ド
、
【

J

誌
に
k
る
内
容
り
げ
成

士
必
要
と
一
2hv、一
4
L
L
J
V
L
G
が
ら
げ
一
以
七
の
内
容
形
成
は
草
津
い
の
客
観
的
規
却
に
1
2
ヘロ
l
て
い
な
汀
れ
JJm
公
ら
な
L
、
£
一
乙
心
付
尽
か
述

へ
た
下
イ
ノ
注
兆
本
マ
弘
北
｛
判
一
サ
ペ
主
持
川
日
迂
決
定
人
々
rr介
し
て
い
F
J

～
一
司
一
一
八
日
一
打
j

豆一

一、ス）

γ
杭
問
U
山
打
人
的

d
j

一
山
を
L

／
の
よ
フ
ヂ
併
デ
ム
匂
と
1
J

て
も
、

75い
は
制
度
的
保
障
L

1

）
」
心
開
U
部
分
1

｝
J

t

、
「
れ
人
約
強
制
は
私
的

自
治
原
則
・
契
約
I
－H
の
r
m
f
m
に
反
し
、
畏
三
あ
る
一
」
ラ
ト
円
が
残
る
J

I

小
出
ペ
パ
j

教
A
M
m庁、法

7
｝
の
川
本
敬
こ
え
の
日
晶
昔
日

J
Iぃ

一
晴
元
民

1
革
、
約
一
戸
有
非
常
胡
、
一
、
い
一
心
立
イ
）
も
、
古
ん
約

μ出
に
は
一
つ
｛
U

問
問
中
？
ぬ
る
し
〈
7
1
「h
y
約
口
市
の
消
照
的
側
百
一
と
「
契
約
川

止
の
話
料
的
側
首
」
中
ド
別
ず
る
任
者
は
同
’
ヘ
マ
に
よ
っ
て
契
約
を
必
制
的
に
χ
r
rん
し
て
も
？
J

枠
利
？
亡
、
一
さ
れ
る
が
、
ド
ず
ヤ

の
］
川
凶
一
牝
一
J

令勾明ヌ品い机
n
げ
内
一

1

閃一
h

什
形
成
心
＋
い

j

一
一
方
J
、心

j

一
一
一
ド
U

山「、
υ
さヤ判
1

、
こ
h

」ア、ず￥
h
ム
な
一
恥
λ

約
仙
結
の
一
町
い
は
、
一
必

J

刊
を
析
結
－
て
J
U
I
J
な
く
て
も
よ
い

L
1っ
U
h」
の
ご
と
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
以
」
、
八
百
一

7
2
4
J乏
し
山
ー
ド
の
川
氏
が
店
主
ハ
7
ァ
同
コ
い
よ
め
ま
い
院

izz焦
ぷ
て
こ
な
戸V
〔
三
疋
A
「
む
一
つ
は
、
に
れ
が
立
法
干
の
一
ア

v
r
て
忘
る
こ
売
V

A

ド
つ
れ
て
計
九
二
ノ
一
に
お
宅
、
3
0

い
J

。
｛
行
湾
内
刊
｝
ソ
マ
て
点
、
有
人
間
の
何
人
約
関
係
、
あ
る
け
ば
い
引
約
外
グ
五
人
約
の
刷
段
階
も
台
ト
、
ー
ホ
す
で

口
為
店
、
人
怜
の
「
主
人
間
呂
町
山
」
L
〆
d

～
つ
別
問
の
非
同
P

か
か
わ
ノ
て
く
る
た
め
む
も
あ
っ
一
へ
」
人
権
の
弘
人
間
で
の
沌
閉
山
ナ
ナ
わ
れ
る
及

川川一川引っ、
d

か
に
し
は
も
い
立
だ
い
駐
仏
れ
に
A

〔J

」
L
V

日
以
ゆ
い
段
苫
で
や
系
中
一
日
間
、
ト
人
涼
士
一
ど
引
い
川
へ
お
ひ
一
九
J

私
1
1
Fて
わ
か
前
人
の
同
の
忠
信
や
4］

知
人
唾
な
と

r
t一で
つ
く
と
し
て
は
出
ぽ
料
請
求

rr仙寺
九
日
良
川
白
川
、
れ
て
い
る
も
口
J
a
n

－
4

、
ア
♂
あ
る
ー
児
約
的
杭
に
許
ミ
一
れ
な
い
、
と
い
7
契

約一

u出
の
い
心
的
な
人
原
則
ば
北
川
十
情
的
二
は
及
判
例
に
。
い
て
も
利
持
さ
札

L

い
る
心
一
T
Q
H
L
f
一
日
て
き
る
以
に
代
主
的
ぽ
裁
判
判
中
京

げ
〈
お
く
な
お
、
代
抱
｛
及
判
例
1
｝
の
一
払
う
に
例
外
可
に
政
：
口
止
業
怯
一
小
敗
プ
斗
ー
ゴ
：
る
日
時
什
戸
川
、
村
人
約
担
叫
む
そ
の
も
の
で
な
く
、
子
れ

に
ネ
る
一
伸
一
心
プ
「
二
マ
て
企
幸
制
が
宥
形
り
一
モ
炉
慢
ず
る
な
と
り
許
ム
い
は
ず
か
u
h
l

、場人
μ
に
限
｛
と
さ
れ
る
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？
抗
判
例
｝
↓
芸
部
r
町
J

川
リ
同
友
高
説
ト
八
法
廷
日
刊
山
山
一
↓
石
山
八
九
i

司

H
土
木
巣
こ
を
サ
丘
三
ハ
日
一

私
人
引
む
の
へ
川
中
｛
パ
U

川
刈
／
日
刊
刊
誌
に
、

J
A
代ー一

H
社
会
に
芯
い
て

ι
品
則
L

ゴ
ど
花
的
山
治
に
去
ね
の
一
れ
、
二
rho限
界
JK
超
え

る
叫

d

？
に
υ
v
t
、
法
が
こ
れ
に
介
入
し
よ
同
門
事
「
ご
さ
て
u
H
L

九
条
心
財
産
惇
保
理
、
二
二
去
の
半
＋
ω
心
打
］
出
J
A
一
令
主
刊
は
ふ
け
す
る
か

し
っ
、
一
企
業
苦
は
、
か
ヶ
1
〆
な
認
、
同
市
山
町
行
一
山
一
「
亡
「
る
川
人
約
締
結
の
吉
山
ど
有
し
、
｛
じ
れ
一
常
け
だ
わ
た
み
に
労
働
守
を
恒
愉
す
る
に
あ

－
り
、
い
か
似
合
者
を
思
い
入
れ
る
わ
＼
い
か
な
令
長
引
で
こ

h
ーをい子
y
mに
つ
し
て
、
士
山
市
「
一
A

の
他
に
i
る
ハ
火
山
川
制
限
ヰ
川
怖
い
限
り
、
京

つで

L
I
いけj

「
仁
こ
れ
を
次
ト
干
る
こ
介
刀
て
き
る
一
、
一
［
志
恋
、
信
長
を
Y

いζ
「
る
口
県
入
札
ハ
点
大
川
七
十
阿
ち
に
民
リ
上
む
ボ
法
一
行
為
一
十
る

こ
と
カ
て
み
i

2

1

J

｝
乙
ば
明

Jvm
て
あ

γ

匂

T
1
h
h河
内
一

1
能
力
ト
リ
事
汁
小
川
口
小
川
M
r
t仰
い
い
伐
ボ
ド
戎
二
平
一

j

月
一
一
一
；
」
一
判
例
戸
市
巾
七
七
二
号
ノ
ド
ど
五
市
議
東
京
高

ゴ
一
込
山
一
山
一
斗
月
二
日
当
一
刀
〕
L

」
三
日
ニ
む
一
耳
、
仁
科
事
長
刊
守
山
吋
刊
じ
刀
八
日
判
例
党
コ
は
誌
で
も
組
持
さ
う
れ
る
）
）

私
人
♂
ど
め
る
社
出
JZ
い

J

凹
体
は
、
叶
棺
汁
心
門
市
川
山
保
防
セ
れ
1hι
打
、
そ
れ
に
も
刀
か
わ
り
一
ず
、
刻
一
な
世
げ
れ
叫
同
心
山
入
を
作
T

わ
け
ず
る

汀
為
Lr一！人民
l

化
f

〉
北
京
に
よ
り
併
効
と
し
、
あ
る
い
は
、
「
ム
法
、
力
条
C
7小
法
山
為
戸
、
当
た
る

r一
す
る
ニ
乙
は
、
凶
京
日
、
を
へ
い
推
力
に
よ

J

ー
私
人
川
同
心
莞
何
日
に
先
人

L

K
日以叩

J

な
救
済
人
々
一
汀
フ
二
一
一
に
な
↑
ノ
d

わっ
L
A
Y
G
？
っ
、
一
〕
刀
、
入
、
？
な
こ
と
が
F
T
さ
F
V
Q
H
吋
ん
門
店
、
結
付
日
の
出
町
、

－
 

L

ど
制
限
L
こ
去
、
で
も
リ
勺
＋
I

ハ
ケ
の
ド
与
の
栓
引
を
叫
刊
誌
L
Uけ
れ
ば
主
人
一
b
L
は
と
可
制

T
方
の
ギ
μ

の
権
利
に
け
刈
L
て
並
べ
な
反
中
士
山
「
れ
、
リパJ

へ

て
の
侵
害
三
ピ
弘
、
臣
氏
出
主
「
の
規
定
の
政
官
に
四
ら
L
て
が
い
〈
丘
町
に
t
m
h
γ
d
pす
る
限
詳
し
ヤ
起
さ
勺

ι
h

ろ
匂
よ
う
な
制
め
て
例
外
一
uhim－
域
別

ヘ
ロ
に
日
ら
れ
る
も
D
I
P－
剤
）
？
る
の
が
相
当
て
あ
る
一
c

門
哉
半
例
ペ
ゴ
｝
」
門
松
」
山
山
入
店
市
川
事
仕
静
岡
た
丸
山
一
H
松
支
ぷ
ヤ
山
ほ
っ
一
心
月
二
日
半
間
お
よ
時
七
一
八
」
ケ
九
二
｛
p

h

J

1

叫ん
1
う
の
よ
u

つ
な
店
討
を
憶
え
ノ
ぷ
刊
行
｝
討
に
は
、
頃
存
川
川
家
を
限
定
ー
だ
り
、
一
人

ι

一
M

引
山
、
を
り
1

、b
、
被
紹
汁
へ
臼
に

mjる
ノ
「
刀
、
i

んA
1
一

川

ぱ
会
員
制
作
三
一
ノ
令
と
か
の

μ市
は
以
い
L
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